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に
於
け
る
エ
場
的
特
殊
姓
は
、
エ
場
i

の
i

な
る
必
要
な
く
'
製
品
配
給
市
場
に
.最
も
繫 

を
要
し
、
從
つ
.て
流
行
的
_

を
帶
び
た
坐
産
に
限
ら
れ
る
。
其
れ
故
に
、
新
聞
印
刷
、
婦
人
萍
服
、
裝
身
具
等
.の
製
作
製
避
を
主
と 

す
る
。
--
X
.

工
場
規
模
を
以
つ
て
一
衣
へ
ば
、
都
心
部
叉
は
舊
市
域
内
の
エ
場
規
模
は
縮
少
の
傾
向
を
1
:小
し
て
ゐ
る
0 

'
 

:

東
京
市H

場
要
興
.昭
和
年
版
京
市
役
所
編

}
に
は
^
:
0
.
^
く
書
い
て
あ
る「

舊
市
域
に
於
け
る

_

形

態

は
中
小
工

業

の

域

 

を
脫
せ
ざ
る
も
の
.多
く
、.
.即
ち
小
襲
に
^
.て
；近
接
消
費
奮
相
手
と
す
.る
：丄
業
精
巧
及
嗜
好
流
行
品
の
如
き
都
市
的
需
要
を
相
手
と 

す
る
.輕
ェ
.業
が
多
く
>

:. 

•逐
年
舊
市
域H

場
殊
に
重
工
業
的
大
工
場
の
新
市
域
轉
f

爲
せ
る
結
艰
、
今
や
大
規
模
工
場
の
.

1
域

に
淺
存
ず
る
も
の
幾
何
も
.無
き
に
至
れ
り」Q.

I
I三
頁)

同
書
に
ょ̂

.

と
土
場
數
、，
職.

エ
數
、
生
鹿
額
の
三
點
ょ
り
新
舊
市
域
を
比
較
す
る
と

:

y 

,
 

H
'

場

數
.
 

職

工

數
 

生

產

.

額

，

.
舊
.
.
'
.
'

市

，域

.

:

四
、八
七
七 

七
八
、〇
〇
0 

四
六
八
、
ニ
ニ 
r

A

四
ニ 

.

f r

:
市

域
 

二
、
七

四

九

V

八
八
、
五
ニ
四 

四
八
一
、九
三
五
、
五
一
五
•

.

..計 

七
、
六
ニ
六 

一
六
六
、
五
ニ
四 

九
3|.

〇
、
一
四
八
、
三
五

七
§

.

 

-

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

之
れ
に
ょ
る
と
坐
鹿
額
は
類
似
し
て
ゐ
る
が
エ
場
數
と
職
エ
數
と
で
は
新
舊
市
域
が
汉
對
の
關
係
に
あ
る
。
今
そ
-の
比
較
を
示
す
と
、

工
場
數
に
於
い
て
新
市
域
は
三
六

^

舊
市
據
は
六
卧
涔
、
職
工
數
に
於
い
て
は
、
新
市
域
の
五
三

^

に
對
し
て
舊
市
域
は
四
七
^
で
あ

• 

f 

. 

- 

- 

- 

• 

.

.

、

.

る
。
職
工
數
に
對
し
て
エ
場
數
の
割
合
を
求
め
る
と
、

一
エ
場
當
り
、
新
市
域
で
三
十
二
人
强
舊
市
域
に
於
い
て
は
十
六
人
弱
に
あ
た 

る
。

0

此
の
數
字
に
は
簡
堪
な
計
算
間
違
が
あ
る
。
全
市
合
計
に
數
字
が
エ
場
數
の
於
い
て
七
^

ニ
六
、
職

H

數

に

於

い

て

一

丄

ハ

カ

、
五

- :
ー
 

と
な
り 

生
產
額
に
於
い
て
九
.
五
◦

、
一
四
八
"

三
五
八
に
な
っ
て
ゐ
る
0

此
の
合
計
數
字
が
正
し
く
て
、
舊
、
新
市
域
の
數
字
が
間
違
ひ
な
の
か
、
そ
の
い 

.

づ
れ
と
も
判
阴
し
難
い
0

を
以
っ
て
、
本
文
で
は
、
合
計
數
字
の
方
で
正
し
て
お
い
.

た
.°

數
字
.
の
訂
正
に
就
い
て
編
輯
者
は
責
伍
が
あ
る
。

更
に
同
耍
覽
に
ょ
つ
てH

業
種
目
の
舊
新
市
域
に
於
け
る
分
布
を
生
産
額
に
つ
い
て
見
る
と
、「

舊
市
域
に
於
い
て
は
、
金
屬
工
業
、

. 

食
料
品
工
業
、
機
械
器
且
X
業

、
瓦
斯
及
電
氣
エ
業
が
'重
要
な
る
地
位
|

め
、
之
れ
に
對
し
て
新
市
域
に
於
い
て
は
化
擧
工
業
が
最 

も
多
額
.
の
'
生
產
額
を
示
し
、
次
は
機
械
器
具
工
業
、
紡
績
工
業
、
食
料
品
工
業
等
に
至
■
っ
て
は
略
同
額
で
あ
る」

：(

四
頁)

I

——

正
し
く 

京
濱
X
場
地
帶
硏.

究

五

’

(

四
五
三〕
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^

る
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是
等
ゆ
鄭
靡
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靴
幕
に
往
^ ;
區
割.
^ ̂
み.
方
法
が_

^

^
^,
(d
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l̂lc

\a
f

s '-
:ベ
紅
，所
で
あ
^

D.
:g

t .
:

f .
;

f 
1
1
£
小1|
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以

っ
て
し
て
た
’
•六
鄕
川
涯
，
|

靡

馨

、̂

懸

歡

%^
'

_

_

|雨
_

ち

¥

し
で
.取
£

^

^

南

澈

課

場

地

帶

も

、

計

■

，
入

れ

暴

は

出

來

な

い

0
.し
か
し
是
等
の
地
域
が
名
乾
で
あ
る
事
は
何
人
も
雲
し
得
ま
い
、
そ 

5
故
5

單
な
を
■

屯
の
調
贫
忽
取
^

で
♦
,隣

藝

^

:̂
:

出
w

i

f

i、
ぜ
ぢ
入
.紀
权
_

r

一。
l

地
^

 

'傳

此

S

味
のF

掙

は

踅

?:
;

_
っ
亡
、
‘
■
運

L

に
し
ょ
ぅ
と
ず
る
葳
途
に
出
た
も
の
，で
^

^

.

j
|

し
'
'

p
敗
.の
目
標
は
.、
霞
に
述
.ベ
だ
檨
ぎ
.
■
模
、.
x:
_

卧
に
絕
けW

都 

市
地
，

l

l

i

%

.

:

,

A ;

更
に
沐
硏
說
に
澴
て
採
た
方
法
^

,
票
の
と
こ
ろ
、
悉
益
上
響
に
限
つ
て
現
：議
丧
に
は
及
ん
で
ゐ
な
い
、
之
れ
は
調
喪 

が
大
規
模
な
爲
め
他
日
に
淺
さ
れ
た
：の
'
.
:
で
あ
つ
て
*
本
稿
は
,:
>謂

..

枕 
<
、
傻
備
的
硏
究
と
.も
目
す
ベ
き
.%
,
の
で
あ
る
。

其
の
資
料
に 

咦

.神

奈

川

縣

C

橫

濱

市3
川

崎

市
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w
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横
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八

C

四
五
'六)

-
各
各
縛
€

_
期
日
.は
、
.

、
束
京
市
は
昭
執
八
年
ま
現
在
、
蹇

市

H

業
各
舊
象
度
末
即
ち
十
二
月
末 

.日
現
鸾
#
奈

温

H
:
f

薄
は
，
.：|

八

肇

I

在
1

奪

|

。
：_

 
_

見

磊

き

も.
ゆ
と
’じ
た
。
本
稿
に
於
い
て..現
祖
調
森
と
1

0 ;-
ば
'
此
0!_

の
も
の
と
.承
知
ザ
ら
れ
だ
な
，

、8

'
 

i
規
模
の
分
類
は
職H

數
2

十
人
以
上
：
三

十

人

未

滿

(

ロ )f

一
一
十
人
以
上
芄
十
人
未
滿

(
o

五4

•ん
以
±:
百
人
ギ
滿c U

) 

百
人
以
上
I

人
未
滿(
ホ)
：二
百
人
以
'上
'五
百
人
未
.滿(

へ)

五

百

人

以

上

千

人

未

滿

(

ト：)

千
人
以
上
の
七
等
級
it
:
-
-
分

類

し

、

更
に
之 

れ
を
十
人
以
、上
五
.十
人
未
滿
丨
小
工
場
、
五
十
人
以
上
：二
百
人
未
滿
I
中
：5

、
.

T
1

西
人
以
十
大
X.
-場
と
分
類
し
た
。

§

• 
0

此
の
規
模
&

は
大
い
に
邮
題
と
な
る
點
で
あ
り
、_

が
唯
、
職
工
數
の
み
，を
以
つ
5
準
と
す
る
の
が
旣
に
不
充
分
ぎ
で
あ
る
、
資 

:
.
:

本
金
及
び
励
力
敷
な
ぞ
も
此
の
際
考
ふ
可
き
で
あ
、る
が
、

一
方
法
と
し
で
職
I

の
み..に.
よ
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
之
れ
と
て
I

分
と 

:
;
、

'は云
へ

.な.い。
此

場

_

!所
、「

東
京
市
及
近
郊
町
村
第
簡
勞
麗
針
實
地
鑒」

に
於
い
て
と
っ
た
方
法
は
よ
り
充
分
に
科
學
的 

~

. V.

■
る

J
ち
原
只
に
讀
、
て
は.
ニ
子
人
以
上
の
努
働
者
を
使
5
す
る
エ
場
に
つ
き
調
¥

た
も
の
で.
あ
る
が
、
此
の
原
則
に
例
外
を
設
け
、

,

(

一〕

綿
絲
紐
績
業
又
は
麻
絲
紛
績
業
を
營
む
エ
場
に
在
つ
て
は
三
百
ん
以
上
、

.(一

一

)

製
絲
维
，
絹
絲
紡
歸
、
船
舶
裏
製
I

、
洋
紙
讓
板
紙
類
の
製
造
菜
、
燐
寸
證
雙
は
セ
メ
ン
ト
製
議
塞
む
工
場
に

.
'

、
在
つ.

て
：
は
百
人
以
上

.

ぐ
ノ
バ

' 

. 

t

(

三〕

，毛
撚
絲
粢
、
眞
綿
製
議
、
麻
眞
田
製
議
、
絲
龃
物
細
洋
燈
心
類
の
製
造
業
，
活
字
製
造
菜
、
漆
器
業
、
火
藥
ダ
ィ
ナ
マ
ィ
ト
類 

の
製
造
業
又
は
蘭
莛
麥
稈
眞
田
及
經
木
眞
田
製
造
業
を
營
む
エ
場
に
在
つ
て
は
十
五
人
以
上 

■ 

I
め
た
。；.此
の
方
法
は
、H

場
な
ら
ば
何
ん
で
.も
一
率
の
勞
働
若
數
に
よ
つ
て
識
別
せ
ん
と
す
る
方
法
よ
备
か
に
、
合
理
的
で
I

O
し 

力
し
本
屢
に
あ
た
つ
て
は
、
ま
だ
之
れ
を
用
ふ
る
W
意
が
な
か
つ
た
。
其
の
故
を
以
っ
で
、
旣
に
述
べ
た
f

场
純
な
方
法
に
よ

つ

たo

以
上
が
大
髖
に
於
い
て
本
調
嵛
に
採
っ
た
方
法
で
あ
る
。
，本
調
莶
は
更
に
京
濱
工
場
地
帶
の
歷
史
的
發
達
の
過
程
を
調
茶
し
た
か
っ 

た
の
で
あ
る
が
大
^

災
の
故
を
以
っ
て
大
识
士
ー
年
九
月
以
前
に
遡
る
寧
の
出
來
な
か
っ
た
の
を
遺
憾
と
す
る
。
之
れ
は
、
何
等
か
の 

方
法
で
更
に
、
少
く
と
も
大
J H

九
年
、
更
に
古
く
は
、
最
近
ニ
、
.

三
十
年
間
の
資
料
及
び
數
字
を
得
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

な
ほ
一
點
、
注
意
す
べ
き
事
は
、
同
じ
く
大
震
災
等
の
、關
係
に
ょ
り
て
、
本
調
莶
に
な
る
地
域
に
は
著
し
き
町
名
#
地
.の
改
TE
が
行 

は
れ
た
事
で
あ
り
>
.更
に
又
橫
濱
市
は
昭
和
ニ
年
、
東
京
市
は
昭
和
七
华
に
市
域
大
擴
張
を
行
っ
た
爲
め
、
地
名
地
區
の
變
更
が
著
し 

か
っ
た
。
此
の
事
は
、
本
調
赍
の
如
き
地
域
的
硏
究
に
は
、
多
大
の
勞
苦
を
意
味
す
る
。
殊
に
橫
濱
市
の
場
合
に
於
い
て
茜
し
く
、
改
. 

茁
以
前
の
町
名
を
現
在
め
そ
れ
に
訂
疋
す
る
爲
に
多
大
の
無
駄
不
必
要
な
努
苦
を
費
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
蓋
し
、
本
調
赍
の
如
き 

地
域
的
硏
究
に
は
、
唯
單
な
る
市
區
の
名
稱
境
域
が
判
然
た
る
を
要
す
る
以
上
に
、
更
に
細
部
の
小
區
域
、
即
ち
字
名
-
町
名
、
俚
稱 

等
の
指
示
す
る
地
劃
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
此
の
爲
め
に
或
ひ
は
本
囘
の
調
赍
に
於
い
て
は
、
此 

の
點
に
就
い
て
不
充
分
な
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
即
ち
同一

町
名
に
屬
し
、
同一

地
區
內
に
存
在
す
べ
き
も
の
が
、
異
っ
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錄
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知
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。
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簿
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又
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あ
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ふ
て
奥
深
く
膨
脹
し
、
、S

區
に
し
て
4

持
寺
か
裏
奥
は
問
題
に
な
ら
ぬ
。
神
奈
川
區
に
し
て
も
省
線
横
濱
線
蓄
子
に
至
る)

や 

束
横
線
C
I

I
A
濱
間)

の
沿
線
は
間
f

な
る
可
き
個
所
で
は
な
い
。
盧
に
な
る
地
域
は
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國
道
を
中
心
と
し
て
左
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へ-
幾
籽
か
の
履
內
に
過
ぎ
な
い
，
京
濱
國
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取
'
東

京
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西
の
地
は
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上
り
の
贏
距
離
に
し
て
そ
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距
離
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て
僅
少
で.
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O
.駆

の
直
鐘

離
は 
一
、8

〇
丄
.一、
〇
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求
以
內
で
あ
る
。
S

區
に
於
け
る
下
末
吉
、
川
崎
市
に
於
け
る
戶
手(

前

者

は

森

、水
製
蓽

後
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艰
京
製
鋼〉
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づ
れ
も
此
め
廳
内
に
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。
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川
晉
黑
川
沿
f

し
て
も
大
崎
一
帶
は
產
國
道
菌
八
ッ
山
橡
か
ら
半 

徑
ニ
籽
の
圆
に
ぼ
V
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
。

■ ■
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V

國
道
以
西
の
地
域
は
實
際
に
於
い
て
、
ほ
ざI

籽

の

瘰

I

て
た
平
行
線
を
以
つ
て
割
さ
れ
.るy

地
劃

が

、

問f

な

る

丈

け

で

ぁ
る
力
.
實
際
に
於
い
て
辭
係
市
區
、■町
、
利
に
於
い
.て
そ
れ
以
西
の
地
に
は
、
調
茶
の
結
报
に
多
大
の
影
響
を
興
へ
る
樣

な

勢

力(
H

場
、
職H

そ
の
他)

に
全
く
乏
し
.い
0
此
：の
地
域
は
農
耕
f

林
荒
證
又
は
.住
宅
地
等

が

占

め

て

ゐ
て

.、

.
そ

れ

故

に

、

神
奈
^

鶴
見
、
川
崎
、
蒲
田
、
大
森
の
市
又
は
區
に
於
L

述
‘ベ
た
國
道
平
行
紙
以
西
の
蹩
あ
る
勢
力
I

へ
て
も
、
省
ぃ
1

際

上
の
效
规
に
は
殆
ど
變
化
が
な
い
。
此
の
理
由
を
以
つ
て
、
本
調
喪
、
即
ち
.i

s

地
帶
の
調

f

於
け
る

釔

村
は
、
そ
の
行
政
區
劃
の
全
部
を
分
割
せ
ず
に
取
扱
ふ
事
と
し
た
。
但
し
川
崎
市
丈
け
.は
、
塵

期

日

の

關係
か

ら

中

原

町

I

併

せ

.

 

し
め
な
い
で
あ
る
。
便
宜
の
爲
め
に
次
に
此
の
地

方

の略
圓

を

紹

介

し

て

お

く

。
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述
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述
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述
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。
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